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１１．．調調査査のの目目的的  
 

この調査は，旭川市廃棄物処分場及び中園廃棄物最終処分場の維持管理状況と周

辺環境に与える影響を把握するするとともに，既に廃止している新共和処分場、共

和処分場の浸出水等の調査を実施しました。 

 

２２．．調調査査概概要要  

 

令和 2年度の調査は，表2.1に示した内容で行いました。 

表 2.1 調査概要 

対象処分場 調査の種類 調査箇所数 

旭川市廃棄物処分場 

浸出水及び処理水等 浸出水 1箇所、処理水 1箇所 

地下水 2箇所 

河川水 2箇所 

埋立地内発生ガス 4箇所 

地中温度 4箇所 

中園廃棄物最終処分場 

浸出水及び処理水 浸出水 1箇所、処理水 1箇所 

地下水 2箇所 

河川水 1箇所 

埋立地内保有水  5箇所(既設分) 

埋立地内発生ガス 5箇所(既設分) 

地中温度 5箇所(既設分)、観測孔 2箇所 

新共和処分場 
浸出水 放流水 1箇所 

埋立地内発生ガス 1箇所 

共和処分場 浸出水 放流水 1箇所 

 

旭川市廃棄物処分場の調査箇所を図 2.1に，中園廃棄物最終処分場，新共和処分場

及び共和処分場の調査箇所を図 2.2に、中園廃棄物最終処分場（詳細図）を図 2.3に

示しました。 
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 ：浸出水       ：処理水       ：河川水       ：地下水              

 ：埋立地内保有水   ：埋立地内発生ガス  ：地中温度      

 

 

 

芳野川上流 

芳野川放流地点下流 

旭旭川川市市廃廃棄棄物物処処分分場場  

図 2.1 調査箇所図 

図 2.2 調査箇所図 

江丹別川 

芳野川 神田の沢川 

新共和処分場 

旭江橋 

春日橋 

弓成橋 

開明橋 

合流点下流(50m) 

旭川市廃棄物処分場 

共和処分場 
中園廃棄物最終処分場 

石狩川 
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 ：浸出水       ：処理水       ：河川水       ：地下水              

 ：埋立地内保有水   ：埋立地内発生ガス  ：地中温度      

 
図 2.3 調査箇所図 
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３３．．調調査査内内容容及及びび結結果果  ＜令和 2 年度環境調査の結果＞ 

  
３３..１１  旭旭川川市市廃廃棄棄物物処処分分場場    
 

（１）浸出水及び処理水の調査 

 

■調査内容：  処分場の浸出水及び処理水の状況を把握するため，毎月水質調査を

行いました。 

 

■調査時期： 維持管理に係る項目は，月 1回の年 12 回実施。 

       排水基準等に係る項目は，令和 2年 8月及び令和 3年 2月に実施。 

       ダイオキシン類の調査は令和 2年 8月に処理水で実施。 

（調査日；令和 2年／4月 15 日，5月 13 日，6月 4日，7月 8日， 

8 月 5 日，9月 16 日，10 月 14 日，11月 11 日，12 月 16 日， 

令和 3年／1月 6日, 2 月 10 日，3月 3日） 

 

■調査結果：  浸出水及び処理水の調査結果を，表3.1-1及び表3.1-2に示します。 

処理水では，生物化学的酸素要求量(BOD)，化学的酸素要求量(COD)，

浮遊物質量(SS)，大腸菌群数及び窒素について，浸出水と比較して数

値が低くなっており，施設が正常に稼動していることが確認できまし

た。 

 また，処理水の全ての項目で法定基準値及び自主基準値を満たして

います。 
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項  目 単位 
平成 30 年度 

（調査／月1回～計12回） 

令和元年度 
（調査／月1回～計12回） 

令和 2年度 
（調査／月1回～計12回） 

法 定 基 準 

生
活
環
境
項
目
等 

ｐＨ （－） 7.8～8.1 7.9～8.5 7.8～7.9 － 

ＢＯＤ mg/L 20～91 19～51 19～110 － 

ＣＯＤ mg/L 31～61 40～56 38～49 － 

ＳＳ mg/L 5～160 2～25 4～39 － 

大腸菌群数 個/mL 26～3,900 不検出～350 9～26,000 － 

窒素含有量 mg/L 31～52 34～56 36～61 － 

塩化物イオン mg/L 660～1,700 910～1,800 860～1,700 － 

電気伝導率 mS/m 310～670 313～556 200～320 － 

透視度 度 5～30 以上 11～30 以上 4.0～30 以上 － 

        

項  目 単位 
平成 30 年度 令和元年度 令和 2年度 

法 定 基 準 
8/30 2/7 8/1 2/20 8/5 2/10 

生
活
環
境
項
目
等 

亜鉛 mg/L 0.56 0.019 0.02 0.02 不検出 不検出 － 

溶解性鉄 mg/L 0.92 0.19 0.35 0.20 1.2 0.2 － 

溶解性マンガン mg/L 1.7 0.42 0.55 0.64 不検出 0.6 － 

カルシウムイオン mg/L 90 130 110 110 58 95 － 

有
害
物
質
等 

砒素 mg/L 不検出 不検出 0.005 0.003 不検出 不検出 － 

ほう素 mg/L 0.6 0.5 0.8 0.7 0.8 0.9 － 

ふっ素 mg/L 不検出 0.16 0.19 0.21 不検出 不検出 － 

ｱﾝﾓﾆｱ,ｱﾝﾓﾆｳﾑ化合物,亜硝
酸化合物及び硝酸化合物 mg/L 24 33 27 33 36 30 － 

総水銀 mg/L 不検出 不検出 不検出 不検出 0.0006 不検出 
－ 

 
 

       

（検査しているが３年間不検出の項目） 
 

①生活環境項目等…銅、ノルマルヘキサン抽出物質(動植物油脂類，鉱油類)、フェノール類、クロム 

②有 害 物 質 等…カドミウム、鉛、全シアン、有機リン、六価クロム、アルキル水銀、ポリ塩化ビフェニル、揮発性
有機塩素化合物（10 物質）、農薬類（3物質）、ベンゼン、セレン、1,4-ジオキサン 

表 3.1-1 浸出水の調査結果 

（調査；箇所数～１、頻度～一般項目／月１回、その他／年２回） 
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項  目 単位 
平成 30 年度 

（調査／月1回～計12回） 
令和元年度 

（調査／月1回～計12回） 
令和 2年度 

（調査／月1回～計12回） 
法定基準注 1） 

(自主基準値） 

生
活
環
境
項
目
等 

ｐＨ （－） 7.3～7.7 7.3～7.6 7.2～7.9 5.8～8.6 

ＢＯＤ mg/L 不検出～1.8 不検出～2.0 0.7～1.6 60以下（20以下） 

ＣＯＤ mg/L 15～30 18～25 7.6～25 －（30 以下） 

ＳＳ mg/L 不検出～2 不検出～2 不検出～3 60以下（10以下） 

大腸菌群数 個/mL 不検出～27 不検出 不検出～210 3,000 以下 

窒素含有量 mg/L 2.5～6.6 1.3～4.8 2.1～5.9 －（10 以下) 

塩化物イオン mg/L 780～1,700 1,000～1,700 900～1,700 － 

電気伝導率 mS/m 290～620 293～490 190～340 － 

透視度 度 全て 30 以上 全て 30 以上 全て 30 以上 － 

        

項  目 単位 
平成 30 年度 令和元年度 令和 2年度 

法定基準注 1） 

8/30 2/7 8/1 2/20 8/5 2/10 

生
活
環
境
項
目 

亜鉛 mg/L 不検出 不検出 0.01 不検出 不検出 不検出 2 以下 

溶解性鉄 mg/L 0.09 0.06 不検出 不検出 不検出 不検出 10 以下 

カルシウムイオン mg/L 91 130 89 110 77 110 － 

有
害
物
質
等 

砒素 mg/L 不検出 不検出 0.001 不検出 不検出 不検出 0.1 以下 

ほう素 mg/L 0.5 0.4 0.7 0.7 0.7 0.6 50 以下 

ふっ素 mg/L 不検出 0.21 0.18 0.20 不検出 不検出 15 以下 

ｱﾝﾓﾆｱ,ｱﾝﾓﾆｳﾑ化合物,亜
硝酸化合物及び硝酸化合
物 

mg/L 0.8 1.8 1.4 1.5 2.2 1.7 200 以下 

ダイオキシン類 pg-TEQ/L 0 － 0.000082 － 0.000024 － 10 以下注 2） 

        
（検査しているが３年間不検出の項目） 

①生活環境項目等…ノルマルヘキサン抽出物質(動植物油脂類・鉱油類)、フェノール類、溶解性マンガン、クロム、銅 
②有 害 物 質 等…カドミウム、鉛、全シアン、有機リン、六価クロム、総水銀、アルキル水銀、ポリ塩化ビフェニル、 

揮発性有機塩素化合物（10 物質）、農薬類（3物質）、ベンゼン、セレン、1,4-ジオキサン 

表 3.1-2 処理水の調査結果 
（調査；箇所数～１、頻度～一般項目／月１回、その他／年２回） 

注1）「一般廃棄物の最終処分場及び産業廃棄物の最終処分場に係る技術上の基準を定める省令」より 

注2）「ダイオキシン類対策特別措置法に基づく廃棄物の最終処分場の維持管理の基準を定める省令」より 
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（２）地下水調査 

 

■調査内容： 周縁地下水が処分場の影響を受けていないかについて，埋立地の上

流側と下流側の 2箇所の観測井戸で調査を行いました。 

 

■調査時期： 令和 2年 8月 5日に実施。 

 

■調査結果：   調査結果を，表 3.2 に示します。 

塩化物イオン，電気伝導率が低い値を示していることから，処分場

の影響を受けていないことが確認できました。 

その他の項目は過年度と比較しても大きな変化はなく、全て基準値

以下となっています。 

 

 
 

項   目 単位 
供用前 

（平成14年度） 

供用後 
基準値注 1） 

[参考] 
環境基準値注 3） 

平成30年度 令和元年度 令和2年度 

ｐＨ （－） 6.1～7.5 7.0～7.3 6.4～7.5 6.5～7.7 － － 

塩化物イオン mg/L 5.2～24.6 5.4～7.0 6.3～7.0 6.0～6.7 － － 

電気伝導率 mS/m 4.8～38.2 9.3～14 8.4～14.6 12～14 － － 

硝酸性窒素及び
亜硝酸性窒素 

mg/L 
0.10～
0.71 

0.07～0.53 
不検出～
0.54 

0.2～0.6 － 10 以下 

ダイオキシン類 pg-TEQ/L 
0.058～
0.60 

0.027～
0.029 

0.043 
0.077～
0.078 

－ 1 以下注 2） 

       

（検査しているが３年間不検出の項目） 
 
有害物質等…砒素，カドミウム，鉛，全シアン，六価クロム，総水銀，アルキル水銀，ポリ塩化ビフェニル，揮発性有機

塩素化合物（12 物質），農薬（3物質），ベンゼン，セレン，ふっ素，ほう素，1,4-ジオキサン 

 

表 3.2 地下水の調査結果（観測井戸） 
（調査；箇所数 平成 16 年度以前～6,平成 17 年度以降～2、頻度～年１回） 

注1）「一般廃棄物の最終処分場及び産業廃棄物の最終処分場に係る技術上の基準を定める省令」より 

注2）「ダイオキシン類による大気の汚染、水質の汚濁及び土壌の汚染に係る環境基準について」より 

注3）「地下水の水質汚濁に係る環境基準について」より 
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（３）河川水調査 

 

■調査内容： 処理水を放流する芳野川の河川水質への影響を把握するため，芳野

川上流地点と芳野川放流地点下流で水質調査を行いました。 

 

■調査時期： 令和 2年 8月 5日に実施。 

 

■調査結果： 調査結果を，表 3.3 に示します。 

芳野川上流地点及び芳野川放流地点下流において，大腸菌群数が参

考とした環境基準値を超過しています。処理水の大腸菌群数は年間を通

じて法定基準を満足しているため、影響は少ないと考えられます。 

その他の項目については，参考基準値以下となっています。 

 

表 3.3 河川水の調査結果（芳野川上流、芳野川放流地点下流） 
（調査；箇所数～各１、頻度～年１回） 

項   目 単位 

芳野川上流 芳野川放流地点下流 

[参考] 
環境基準値注) 供用前 

(平成15年度) 

供用後 

 
供用前 

(平成14年度) 

供用後 

 平成30年度 令和元年度 令和2年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 

生
活
環
境
項
目
等 

ｐＨ （－） 7.4 6.8 7.6 7.9 7.2～8.4 7.1 7.7 7.5 6.5～8.5 

ＢＯＤ mg/L 不検出 0.7 0.5 不検出 0.5～1.1 4.2 不検出 1.2 2 以下 

ＣＯＤ mg/L 3.5 4.3 4.8 6.0 2.5～5.1 15 10 7.9 － 

ＤＯ mg/L 9.2 8.5 8.0 9.2 
8.5～
13.4 

6.7 7.3 8.3 7.5 以上 

ＳＳ mg/L 不検出 3 不検出 3 
不検出～

40 
4 2 6 25 以下 

大腸菌群数 MPN/l00mL 2,200 49 4,900 22,000 
22～
3,100 

1,100 49,000 1,700 1,000 以下 

窒素含有量 mg/L 0.26 0.39 0.21 0.40 
0.23～

0.37 
3.8 1.9 0.58 － 

有
害
物
質
等 

ふっ素 mg/L 0.2 不検出 不検出 不検出 不検出 0.3 0.2 不検出 0.8 以下 

ほう素 mg/L 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 0.14 0.08 不検出 1 以下 

硝酸性窒素及び 
亜硝酸性窒素 mg/L 0.18 0.16 0.19 0.26 0.10 0.3 1.3 0.4 10 以下 

         

（検査しているが３年間不検出の項目） 
 
有害物質等…カドミウム，鉛，全シアン，六価クロム，砒素，総水銀，アルキル水銀，ポリ塩化ビフェニル，揮発性有機

塩素化合物（10 物質），農薬類（3物質），ベンゼン，セレン, 1,4-ジオキサン 

注）  参考として、「水質汚濁に係る環境基準について」より河川（Ａ類型）の基準値を記載しています。 
  環境基準は、維持することが望ましい水質基準をＡＡ～Ｅ類型の 6 段階に区分して定められたもので、

類型ごとに該当する水域が指定されています。江丹別川は、永見橋から上流域がＡ類型、下流域がＢ類型
の水域指定を受けています。 

黄色塗りつぶし部分は、参考とした環境基準を超過した項目を示しています。 
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（４）埋立地内発生ガス調査 

 

■調査内容： 処分場の埋立地からの発生ガスの状況を把握するため，埋立地内 4

箇所で発生ガス調査を行いました。 

 

■調査時期： 令和 2年 9月 2日と令和 3年 2月 9日・24 日に実施。 

 

■調査結果： 調査結果を，表 3.4 に示します。 

ガス発生量，メタン，二酸化炭素及び硫化水素については，一部の

地点で不検出となっています。 

また，一酸化炭素及びアンモニアについては，全箇所で不検出となっ

ています。 

  

 

表 3.4 発生ガスの調査結果 
（調査；箇所数～4箇所、頻度～年 2回） 

項  目 単位 平成 30 年度 令和元年度 令和 2年度 
［参考］ 

基準値注 1） 

ガス発生量 mL/分 不検出注2） 不検出注3）～52.2 不検出注3）～10.3 － 

メタン ％ 不検出～17.7 不検出～9.6 不検出～15.3 － 

一酸化炭素 ％ 全て不検出 全て不検出 全て不検出 － 

二酸化炭素 ％ 不検出～23.0 不検出～15 不検出～22.8 － 

アンモニア ppm 全て不検出 全て不検出 全て不検出 － 

硫化水素 ppm 不検出～0.83 全て不検出 不検出～0.19 － 

酸素 ％ 2.0～20.6 5.9～21 1.4～21.5 － 

窒素 ％ 55.9～79.4 69～79 60.1～78.8 － 

注 1）基準値は無く、発生状況を確認し、埋立物の状態について把握しておくこととされています。 

注 2）不検出：0.5 mL/分未満 

注 3）不検出：0.1 mL/分未満 
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（５）地中温度調査 

 

■調査内容： 埋立地内部の温度を把握するため，4か所で地中温度調査を行いまし

た。 

 

■調査時期： 令和 2年 9月 2日，令和 3年 2月 9・24 日に実施。 

 

■調査結果： 調査結果を，図 3.1 に示します。 

b 地点及び d地点の地中温度が他の箇所より高くなっています。これ

は，廃棄物の分解により生じた反応熱の影響を強く受けていると考えら

れます。 

 

図 3.1 地中温度の調査結果 

（調査；箇所数～４、頻度～年２回） 

a 地点 a-2 地点 

b 地点 d 地点 
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３３..２２  中中園園廃廃棄棄物物最最終終処処分分場場  

 

（１）浸出水及び処理水の調査 

 

 

■調査内容： 処分場の浸出水及び処理水の状況を把握するため，水質調査を行い

ました。 

 

■調査時期： 維持管理に係る項目は，月 1回の年 12 回実施。 

       排水基準等に係る項目は，令和 2年 8月及び令和 3年 2月に実施。 

       ダイオキシン類の調査は令和 2年 8月に実施。 

（調査日；令和 2年／4月 15 日，5月 13 日，6月 4日，7月 8日， 

8 月 5 日，9月 16 日，10 月 14 日，11月 11 日，12 月 16 日， 

令和 3年／1月 6日, 2 月 10 日，3月 3日） 

 

■調査結果： 浸出水と処理水の調査結果を，表 3.5-1 と表 3.5-2 に示します。 

処理水については，全ての項目で法定基準値を満たしています。 

有害性の重金属や農薬については，浸出水及び処理水のいずれにおい

ても不検出となっています。 
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表 3.5-1 浸出水の主な項目の調査結果 

 （調査；箇所数～1、頻度～一般項目／月 1回、その他／年 2回） 

項  目 単位 
平成 30 年度 令和元年度 令和 2年度 ［参考］ 

廃止基準注 1） 
（調査／年 12 回） （調査／年 12 回） （調査／年 12 回） 

生
活
環
境
項
目
等 

ｐＨ (―) 7.1～8.0 7.4～8.0 7.3～7.8 5.8～8.6 

ＢＯＤ mg/L 2.7～28 6.2～39 3.5～20 60 以下 

ＣＯＤ mg/L 16～22 18～31 16～21 ― 

ＴＯＣ mg/L 12～16 13～21 12～16 ― 

ＳＳ mg/L 22～60 23～61 17～56 60 以下 

大腸菌群数 

(ﾃﾞｽｵｷｼｺｰﾙ) 
個/mL 6～1,200 不検出～400 2～1600 3,000 以下 

窒素含有量 mg/L 41～67 40～68 46～75 ― 

塩化物イオン mg/L 62～130 51～95 52～76 ― 

電気伝導率 mS/m 130～180 110～154 72～110 ― 

   

項  目 単位 
平成 30 年度 令和元年度 令和 2年度 ［参考］ 

廃止基準注 1） 
8/1 2/7 8/3 2/8 8/5 2/10 

生
活
環
境
項
目
等 

溶解性鉄 mg/L 0.52 0.83 0.07 不検出 不検出 不検出 10 以下 

溶解性 
マンガン 

mg/L 0.95 1.4 0.53 1.2 不検出 0.4 10 以下 

カルシウム 
イオン 

mg/L 220 190 60 170 58 120 ― 

有
害
物
質
等 

亜鉛 mg/L 0.032 0.009 不検出 不検出 不検出 不検出 50 以下 

ほう素 mg/L 0.8 0.8 0.7 0.8 0.8 0.8 50 以下 

ふっ素 mg/L 不検出 0.10 0.28 0.33 不検出 不検出 15 以下 

ｱﾝﾓﾆｱ,ｱﾝﾓﾆｳﾑ化合物,
亜硝酸化合物及び硝
酸化合物 

mg/L 23 23 28 24 25 20 200 以下 

ダイオキシン類 pg-TEQ/L 0.0077 ― 0.0013 ― 0.040 ― 10 以下注 2） 

 

(検査しているが３年間不検出の項目） 
 
①生活環境項目等…銅、ノルマルヘキサン抽出物質(動植物油脂類・鉱油類)、フェノール類、クロム 
②有 害 物 質 等…カドミウム、鉛、全シアン、有機リン、六価クロム、砒素、総水銀、アルキル水銀、 
           ポリ塩化ビフェニル、揮発性有機塩素化合物（10 物質）、農薬類（3物質）、ベンゼン、セレン、 

          1,4-ジオキサン 

注 1）「一般廃棄物の最終処分場及び産業廃棄物の最終処分場に係る技術上の基準を定める省令」より 

注 2）「ダイオキシン類対策特別措置法に基づく廃棄物の最終処分場の維持管理の基準を定める省令」より 
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表 3.5-2 処理水の主な項目の調査結果 

   （調査；箇所数～1、頻度～一般項目／月 1回、その他／年 2回） 

 

注 1）「一般廃棄物の最終処分場及び産業廃棄物の最終処分場に係る技術上の基準を定める省令」より 

注 2）「ダイオキシン類対策特別措置法に基づく廃棄物の最終処分場の維持管理の基準を定める省令」より 

項  目 単位 
平成 30 年度 令和元年度 令和 2年度 

法定基準注 1） 

（調査／年 12 回） （調査／年 12 回） （調査／年 12 回） 

生
活
環
境
項
目
等 

ｐＨ (―) 7.1～7.8 7.3～7.8 7.4～7.8 5.8～8.6 

ＢＯＤ mg/L 不検出～4.1 不検出～4.2 0.7～2.0 60 以下 

ＣＯＤ mg/L 8.6～16 12～21 12～17 ― 

ＳＳ mg/L 不検出～3 不検出～8 1～27 60 以下 

大腸菌群数 個/mL  不検出～110  不検出～88  不検出～330 3,000 以下 

窒素含有量 mg/L 31～62 32～55 37～65 ― 

塩化物イオン mg/L 89～170 88～200 49～140 ― 

電気伝導率 mS/m 110～160 99.9～144 72～100 ― 

          

項  目 単位 
平成 30 年度 令和元年度 令和 2年度 

法定基準注 1） 

8/1 2/7 

 

8/1 2/20 8/5 2/10 

生
活
環
境
項
目
等 

溶解性鉄 mg/L 0.35 0.16 0.61 0.16 0.3 不検出 10 以下 

溶解性マンガン mg/L 1.3 1.9 0.99 1.6 不検出 0.5 10 以下 

カルシウムイオン mg/L 250 140 75 150 110 120 ― 

有
害
物
質
等 

ほう素 mg/L 0.7 0.7 0.6 0.6 0.7 0.7 50 以下 

ふっ素 mg/L 0.10 0.12 0.25 0.32 不検出 不検出 15 以下 

ｱﾝﾓﾆｱ,ｱﾝﾓﾆｳﾑ化合
物,亜硝酸化合物
及び硝酸化合物 

mg/L 22 20 23 21 17 20 200 以下 

ダイオキシン類 pg-TEQ/L 0.0022 ― 0.00060 ― 0.0012 ― 10 以下注 2） 

       

（検査しているが３年間不検出の項目） 

①生活環境項目等…銅、亜鉛、ノルマルヘキサン抽出物質(鉱油類・動植物油脂類)、フェノール類、クロム 
②有 害 物 質 等…カドミウム、全シアン、鉛、有機リン、六価クロム、砒素、総水銀、アルキル水銀、 
         ポリ塩化ビフェニル、揮発性有機塩素化合物（10 物質）、農薬類（3物質）、ベンゼン、セレン、 

         1,4-ジオキサン 
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（２）地下水調査 

 

■調査内容： 周縁地下水が処分場の影響を受けていないかについて，上流側の観

測井戸と下流側の管理事務所の 2箇所で調査を行いました。 

 

■調査時期： 令和 2年 8月 4日に実施。 

 

■調査結果： 調査結果を，表 3.6 に示します。 

 塩化物イオン，電気伝導率が低い値で安定して推移していることか

ら，処分場の影響を受けていないことが確認できました。その他の項

目は過年度と比較しても大きな変化はなく、全て基準値以下となって

います。 

  

表 3.6 地下水の調査結果 

     （調査；箇所数～２、頻度～年１回） 

   (上流側) 

項   目 単位 平成 30 年度 令和元年度 令和 2年度 基準値注 1） 
[参考] 

基準値注 2) 

塩化物イオン mg/L 5.8 4.9 7.5 ― ― 

ｐＨ (―) 7.4 7.3 7.3 ― ― 

電気伝導率 mS/m 22 12.5 22 ― ― 

カドミウム mg/L 0.001 不検出 不検出 0.003 以下 0.003 以下 

鉛 mg/L 0.009 0.002 不検出 0.01 以下 0.01 以下 

硝酸性窒素及び亜

硝酸性窒素 
mg/L 0.25 不検出 0.2 ― 10 以下 

ふっ素 mg/L 0.17 不検出 不検出 ― 0.8 以下 

ダイオキシン類 pg-TEQ/L 0.061 0.045 0.077 ― 1 以下注 3） 

       

（検査しているが３年間不検出の項目） 

有害物質等…アルキル水銀、総水銀、砒素、六価クロム、全シアン、ポリ塩化ビフェニル、揮発性有機

塩素化合物（12 物質）、農薬類（3物質）、ベンゼン、セレン、ほう素、1,4-ジオキサン 

(下流側)  

項   目 単位 平成 30 年度 令和元年度 令和 2年度 基準値注 1） 
[参考] 

環境基準値注 2) 

塩化物イオン mg/L 5.9 4.1 5.4 ― ― 

ｐＨ (―) 6.7 6.8 6.8 ― ― 

電気伝導率 mS/m 17 13.5 14 ― ― 

砒素 mg/L 不検出 0.003 0.004 0.01 以下 0.01 以下 

硝酸性窒素及び亜
硝酸性窒素 

mg/L 不検出 不検出 0.2 ― 10 以下 

ダイオキシン類 pg-TEQ/L 0.024 0.043 0.19 ― 1 以下注 3） 

 

（検査しているが３年間不検出の項目） 

有害物質等…アルキル水銀、総水銀、カドミウム、鉛、六価クロム、全シアン、ポリ塩化ビフェニル、
揮発性有機塩素化合物（12 物質）、農薬類（3物質）、ベンゼン、セレン、ほう素、ふっ素、

1,4-ジオキサン 

注1）「一般廃棄物の最終処分場及び産業廃棄物の最終処分場に係る技術上の基準を定める省令」より 

注2)「地下水の水質汚濁に係る環境基準について」より 

注3）「ダイオキシン類による大気の汚染，水質の汚濁及び土壌の汚染に係る環境基準について」より 
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（３）河川水調査 

 

■調査内容： 処理水を放流する江丹別川の河川水質への影響を把握するため，江

丹別川への合流点下流(50m)で，ＢＯＤなどの生活環境項目，及び有害

物質等の水質調査を行いました。 

 

■調査時期： 令和 2年 8月 4日に実施。 

 

■調査結果： 調査結果を，表 3.7 に示します。 

 大腸菌群数が参考とした環境基準値を超過した他は、参考とした環境

基準値を満たしています。 

放流される処理水の大腸菌群数は、年間を通じて法定基準を満足してい

るため、処理水は影響を与えていないと考えられます。 

 また，重金属等の有害物質については，全て不検出となっています。 

 

 

表 3.7 河川水の調査結果（合流点下流～50m） 

（調査；箇所数～１、頻度～年１回） 

 

 

注）参考として，「水質汚濁に係る環境基準について」より河川（Ａ類型）の基準値を記載しています。 

環境基準は，維持することが望ましい水質基準をＡＡ～Ｅ類型の 6段階に区分して定められたもので，

類型ごとに該当する水域が指定されています。江丹別川は，永見橋から上流域がＡ類型，下流域がＢ類

型の水域指定を受けています。 

黄色塗りつぶし部分は、参考とした環境基準を超過した項目を示しています。 

項   目 単位 平成30年度 令和元年度 令和 2年度 
［参考］ 

環境基準値注) 

生
活
環
境
項
目
等 

ｐＨ （―） 7.6 8.2 7.5 6.5～8.5 

ＢＯＤ mg/L 0.7 0.5 0.9 2 以下 

ＣＯＤ mg/L 4.9 5.1 4.4 ― 

ＳＳ mg/L 2 1 5 25 以下 

溶存酸素量 mg/L 8.7 10.5 9.6 7.5 以上 

大腸菌群数 MPN/l00mL 790 1,300 2,700 1,000 以下 

塩化物イオン mg/L 13 12 9.4 ― 

電気伝導率 mS/m 11 8.1 9.9 ― 

窒素含有量 mg/L 0.45 0.20 0.65 ― 

亜鉛 mg/L 0.008 不検出 0.005 0.03 以下 

有
害
物

質
等 

硝酸性窒素及び亜硝
酸性窒素 

mg/L 0.13 0.09 不検出 10 以下 

 

（検査しているが３年間不検出の項目） 

有害物質等…カドミウム、全シアン、鉛、六価クロム、砒素、総水銀、アルキル水銀、ポリ塩化ビフェ

ニル、揮発性有機塩素化合物（10 物質）、農薬類（3 物質）、ベンゼン、セレン、ほう素、
ふっ素、1,4-ジオキサン 
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（４）埋立地内保有水調査 

 

■調査内容： 埋立地内保有水の状況を把握するため，既設モニタリング井戸 5 箇

所で調査を行いました。 

 

■調査時期： 令和 2年 5月 13 日，8月 4・5日，11 月 12 日，令和 3年 2月 9・24

日に実施。 
 

■調査結果： 調査結果を，表 3.8 に示します。 

調査箇所や調査時期によって値が大きく変動しています。 

また，ＳＳの結果で参考とした放流水の法定基準を超過している値

が見られました。 

ＳＳが高い地域は一部の地点であり、埋立地内の安定化状況のばら

つきや降水、堆積物等の影響などによる複合的な要因により、一時的

に超過したものと考えられます。 

 

 

表 3.8 埋立地内保有水の主な項目の調査結果 

（調査；箇所数～５、頻度～年４回） 

項  目 単位 平成 30 年度 令和元年度 令和 2年度 
[参考]放流水の 

法定基準注） 

生
活
環
境
項
目
等 

ｐＨ (―) 6.2～7.7 6.4～7.1 6.2～6.8 5.8～8.6 

ＢＯＤ mg/L 0.9～5.2 0.6～26 1.0～21 60 以下 

ＣＯＤ mg/L 11～41 13～100 13～48 ― 

ＴＯＣ mg/L 9.8～19 8.9～32 5.1～40 ― 

ＳＳ mg/L 5～590 7～1,800 18～630 60 以下 

窒素含有量 mg/L 6.5～92 5.8～83 4.6～52 ― 

塩化物イオン mg/L 13～87 8.2～80 2.1～65 ― 

電気伝導率 mS/m 47～200 43.1～165 29～110 ― 

注）「一般廃棄物の最終処分場及び産業廃棄物の最終処分場に係る技術上の基準を定める省令」より 
黄色塗りつぶし部分は、参考とした環境基準を超過した項目を示す。 
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（５）埋立地内発生ガス調査 

 

■調査内容： 埋立地からの発生ガスの状況を把握するため，既設モニタリング井

戸 5箇所で発生ガス調査を行いました。 

 

■調査時期： 令和 2年 5月 13 日，8月 4・5日，11 月 12 日，令和 3年 2月 9・24

日に実施。 

 

■ 調査結果： 調査結果を，表 3.9 に示します。 

メタンについては 8 月のモニタリング井戸(3-3)を除く全箇所で検

出されています。その他の項目は，概ね従来と同様の範囲にありまし

た。 

  

 

表 3.9 発生ガスの調査結果 
（調査；箇所数～５、頻度～年４回） 

項   目 単位  平成 30 年度 令和元年度 令和 2年度 基準値注 1） 

ガス発生量 mL/分 
不検出注 2） 

～1,020 

不検出注 3） 

～344 

不検出注 2） 

～65 
― 

メタン ％ 不検出～58.6 0.1～54 不検出～52.5 ― 

一酸化炭素 ％ 全て不検出 全て不検出 全て不検出 ― 

二酸化炭素 ％ 1.0～22.6 0.3～25 1.3～26.0 ― 

アンモニア ppm 不検出～0.1 不検出～0.4 全て不検出 ― 

硫化水素 ppm 不検出～17 不検出～26 不検出～29.4 ― 

酸素 ％ 1.0～20.8 0.5～21 0.4～21.2 ― 

窒素 ％ 21.6～78.2 19～80 25.2～78.3 ― 

注 1）基準値は無く発生状況を確認し，埋立物の状態について把握しておくこととされています。 

注 2）不検出：0.5 mL/分未満 

注 3）不検出：0.1 mL/分未満 
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（６）地中温度調査 

 

■調査内容： 埋立地内部の温度を把握するため，既設モニタリング井戸 5 箇所及

び観測孔 2箇所で地中温度調査を行いました。 

 

■調査時期： 令和 2年 5月 13 日，8月 4・5日，11 月 12 日，令和 3年 2月 9・24

日に実施。 

 

■調査結果： 調査結果を，図 3.2-1 と図 3.2-2 に示します。 

既設モニタリング井戸 6-4 の地中温度は水位より下でも他の箇所と

比べ高めの傾向にあります。これは，廃棄物の分解により生じた反応熱

の影響を強く受けていると考えられます。 

 

 

   

図 3.2-1 地中温度の調査結果 

（調査；箇所数～５、頻度～年４回） 

既設モニタリング井戸 3-3 既設モニタリング井戸 3-7 

既設モニタリング井戸 6-4 

既設モニタリング井戸 M-1 

既設モニタリング井戸 11-5 
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図 3.2-2 地中温度の調査結果 

（調査；箇所数～２、頻度～年４回） 

観測孔 No.1 観測孔 No.3 
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３３..３３  新新共共和和処処分分場場（（昭昭和和 5544 年年廃廃止止））  
 

（１）浸出水調査 

 

■調査内容： 昭和 51 年 6 月から昭和 54 年 6 月まで使用した新共和処分場の浸出

水について，調査を行いました。 

 

■調査時期： 令和 2年 8月 4日に実施。 

 

■調査結果： 調査結果を，表 3.10 に示します。 

 全ての項目で参考基準値以下となっています。 

また，有害性の重金属や農薬については，全て不検出となっています。 

  

表 3.10 浸出水の調査結果 

 （調査；箇所数～1、頻度～年 1回） 

項  目 単位 
平成 30 年度 令和元年度 令和 2年度 

[参考] 
基準値注) (調査/年 1 回) (調査/年 1 回) (調査/年 1 回) 

生
活
環
境
項
目
等 

ｐＨ （―） 6.9 7.0 6.8 5.8～8.6 

ＢＯＤ mg/L 0.9 1.3 1.8 60 以下 

ＣＯＤ mg/L 11 14 10 ― 

ＳＳ mg/L 25 12 25 60 以下 

大腸菌群数 個/mL 2 6 10 3,000 以下 

窒素含有量 mg/L 37 26 25 ― 

塩化物イオン mg/L 29 31 26 ― 

電気伝導率 mS/m 130 94.6 63 ― 

亜鉛 mg/L 0.028 不検出 不検出 2 以下 

溶解性鉄 mg/L 5.4 不検出 不検出 10 以下 

溶解性マンガン mg/L 1.7 1.4 1.5 10 以下 

有
害
物
質
等 

砒素 mg/L 不検出 0.001 不検出 0.1 以下 

ほう素 mg/L 0.2 0.2 0.3 50 以下 

ふっ素 mg/L 0.21 0.21 不検出 15 以下 

ｱﾝﾓﾆｱ、ｱﾝﾓﾆｳﾑ化合
物、亜硝酸化合物及
び硝酸化合物 

mg/L 11 10 10 200 以下 

       
（検査しているが３年間不検出の項目） 
 
①生活環境項目等…ノルマルヘキサン抽出物質(鉱油類・動植物油脂類)、フェノール類、銅、クロム 
②有 害 物 質 等…アルキル水銀、総水銀、カドミウム、鉛、有機リン、六価クロム、全シアン、 

ポリ塩化ビフェニル、揮発性有機塩素化合物（10 物質）、農薬類（3物質）、ベンゼン、 

セレン、1,4-ジオキサン 

注）参考基準値は，「一般廃棄物の最終処分場及び産業廃棄物の最終処分場に係る技術上の基準を定める省令」 
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（２）埋立地内発生ガス調査 

 

■調査内容： 新共和処分場の埋立地からの発生ガスの状況を把握するため，発生

ガス調査を行いました。 

 

■調査時期： 令和 2年 8月 4日に実施。 

 

■調査結果： 調査結果を，表 3.11 に示します。 

ガスの発生は確認できませんでしたが，メタン、硫化水素が検出され

ています。 

 

 

表 3.11 発生ガスの調査結果 

（調査；箇所数～１、頻度～年１回） 

項  目 単位  平成 30 年度 令和元年度 令和 2年度 基準値注 1） 

ガス発生量 mL/分 36 不検出注 2） 不検出注 3） ― 

メタン ％ 0.3 1.0 3.5 ― 

一酸化炭素 ％ 不検出 不検出 不検出 ― 

二酸化炭素 ％ 4.2 5.4 14.7 ― 

アンモニア ppm 不検出 0.2 不検出 ― 

硫化水素 ppm 不検出 0.78 20.2 ― 

酸素 ％ 16.8 14 1.4 ― 

窒素 ％ 78.7 79 80.4 ― 

注 1）基準値は無く，発生状況を確認し，埋立物の状態について把握しておくこととされています。 

注 2）不検出：0.5 mL/分未満 

注 3）不検出：0.1 mL/分未満 
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３３..４４  共共和和処処分分場場（（昭昭和和 5511 年年廃廃止止））  
 

（１）浸出水調査 

 

■調査内容： 昭和 47 年 8 月から昭和 51 年 5 月まで使用した共和処分場の浸出水

について，調査を行いました。 

 

■調査時期： 令和 2年 8月 4日に実施。 

 

■調査結果： 調査結果を，表 3.12 に示します。 

 全ての項目で参考基準値以下となっています。 

また，有害性の重金属や農薬については，全て不検出となっていま

す。 

 

表 3.12 浸出水の調査結果 

（調査；箇所数～1、頻度～年 1回） 

 

注）参考基準値は，「一般廃棄物の最終処分場及び産業廃棄物の最終処分場に係る技術上の基準を定める省令」 

項  目 単位 
平成 30 年度 令和元年度 令和 2年度 

[参考] 
基準値注） 

(調査/年 1 回) (調査/年 1 回) (調査/年 1 回) 

生
活
環
境
項
目
等 

ｐＨ （―） 7.2 7.6 7.5 5.8～8.6 

ＢＯＤ mg/L 7.6 48 7.2 60 以下 

ＣＯＤ mg/L 13 15 14 ― 

ＳＳ mg/L 26 19 28 60 以下 

大腸菌群数 個/mL 38 37 320 3,000 以下 

窒素含有量 mg/L 17 25 34 ― 

塩化物イオン mg/L 19 38 48 ― 

電気伝導率 mS/m 50 68.9 71 ― 

亜鉛 mg/L 0.030 不検出 不検出 2 以下 

溶解性鉄 mg/L 6.7 0.15 不検出 10 以下 

溶解性マンガン mg/L 0.77 1.3 1.2 10 以下 

有
害
物
質
等 

砒素 mg/L 不検出 0.001 不検出 0.1 以下 

ほう素 mg/L 0.1 0.2 0.4 50 以下 

ふっ素 mg/L 0.10 不検出 不検出 15 以下 

ｱﾝﾓﾆｱ、ｱﾝﾓﾆｳﾑ化合物、亜硝
酸化合物及び硝酸化合物 

mg/L 8.8 9.2 14 200 以下 

       

（検査しているが３年間不検出の項目） 

①生活環境項目等…ノルマルヘキサン抽出物質(鉱油類・動植物油脂類)、フェノール類、銅、クロム 

②有 害 物 質 等…アルキル水銀、総水銀、カドミウム、鉛、有機リン、六価クロム、全シアン、ポリ塩化ビフェニル、 
       揮発性有機塩素化合物（10 物質）、農薬類（3物質）、ベンゼン、セレン 、1,4-ジオキサン 


